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研究成果の概要（和文）：人工妊娠中絶の社会的位置づけ、宗教、出生前検査の利用状況が異なると考えられる
東アジア、東南アジア、南アジアの９ヶ国（日本を含む）において、出産経験女性への量的調査（質問紙調査）
と、医療者と女性への質的調査（インタビュー）との両面から検討した。量的調査は、日本、韓国、台湾、シン
ガポール、フィリピン、ベトナム、タイ、インド、ミャンマー、インドネシアを対象に実施した。質的調査は、
上記からミャンマーをのぞいて実施した。また、比較のために、英語と中国語の調査票を用いることができるア
メリカ合衆国、カナダ、英国、アイルランド、オーストラリア、ニュージーランド、中国においても量的調査を
実施した。

研究成果の概要（英文）：A quantitative survey of women who had given birth (questionnaire survey) 
and a qualitative survey of health care providers and women (interviews) were conducted in nine 
countries (including Japan) in East, South-East and South Asia, where the social positioning of 
abortion, religion and use of prenatal testing were considered different. The quantitative survey 
was conducted in Japan, South Korea, Taiwan, Singapore, the Philippines, Viet Nam, Thailand, India, 
Myanmar and Indonesia. Qualitative research was conducted from the above, with the exception of 
Myanmar. Quantitative surveys were also conducted in the USA, Canada, the UK, Ireland, Australia, 
New Zealand and China for comparison, where English and Chinese questionnaires could be used.

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
出生前検査と障害の関わりを調査することによって、胎児および人口の「リスク」をめぐる政治的ダイナミズム
（政府の人口政策と福祉政策）、経済的ダイナミズム（科学技術のグローバルな商品化）、文化や倫理（障害
観、身体観や生命倫理、家族やジェンダーの役割や構造）の調和や衝突にアプローチできる。社会的には、日本
のありようを相対化し、日本の今後の望ましい姿を検討する材料が得られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



基盤研究（Ｂ）（一般）1 
１．研究開始当初の背景 
近年、人の出生プロセスは生物医学モデルで認識され、医療技術や医薬品などの科学技術に
よって医療者にリスクマネジメントされるようになった。その背景には、リプロダクション
の病理学化（pathologicalization）と科学生物医学化（techno/biomedicalization）および技
術の商品化がある。リスクマネジメントをテクノロジーに頼る傾向があるならば、障害の対
処においては、社会保障や障害者福祉を制度化する前に、NIPT など出生前検査による障害
排除という、テクノロジーによる人口のリスクマネジメントが促進されるのではないか。し
かし、これまでの研究で、アジアの国・地域によって取り入れ方に違いがあることがわかっ
ている。グローバル化の中でアジア諸国でも NIPT や超音波検査をはじめとする出生前検
査が飛躍的に拡大している地域もあれば、そうではない地域もある。 
２．研究の目的 
こうした違いは何によってもたらされるか、本研究は、アジアにおける出生前検査の導入や
普及・非普及をめぐる政治、経済、技術、文化の葛藤や調和を調査研究するものである。 
３．研究の方法 

出生前検査に関する先行研究は、欧米の近代的な個人観や、西洋的な社会制度を所与のものと
してきたのではないかという問題意識のもとに、本研究では人工妊娠中絶の社会的位置づけ、宗
教、出生前検査の利用状況が異なると考えられるアジア９ヶ国（日本を含む）を選択し、医療者
と女性への質的調査（インタビュー）と量的調査（質問紙調査）の両面から検討する。宗教や文
化的背景、出生前検査の導入や普及・非普及のバリエーションを考慮して選択した国々の社会制
度および障害観をはじめとする文化的側面を取り上げ、出生前検査の実施との関連性を比較検
討することは、この検査をいかに位置づけ、どのような形で運用していくのか、という日本での
議論に対して重要な示唆を与えるものと考える。 

具体的には、表１に記載したように、NIPT や母体血清マーカー検査、羊水検査が実施・普及
している国・地域と、していない国・地域を選択し、制度の背景となる宗教文化がいくつか比較
できるように考慮した。それぞれの国・地域は、宗教だけでなく、政治体制、人口政策、保健医
療システム、福祉政策、経済体制によっても特徴付けられる。遺伝学的検査の取捨選択を検討す
るために、妊娠中の健診や検査自体が普及していない地域ではなく、検査はしているが遺伝学的
検査が選ばれていない地域を選択した。例えば、前科研調査の結果では、ミャンマー、フィリピ
ンでは、現状では出生前遺伝学的検査はほとんど利用されていないが、少なくとも都市部では超
音波検査が一般的に使用されている。 

 
表１ 類型別にみた本調査の対象国・地域 

出生前遺伝学的検査消極的・ 
中絶消極的 

無宗教ないし仏教 日本 

出生前遺伝学的検査実施あり・
中絶可 

無宗教ないし仏教 韓国、ベトナム、台湾、タイ 
多宗教 シンガポール、インド 

出生前遺伝学的検査実施なし・
中絶禁止 

仏教 ミャンマー 
キリスト教 フィリピン 

注：これらは単純に類型化できるものではないが、概念的見取り図として示した。 
 
研究対象の出生前検査は、NIPT 等の出生前遺伝学的検査および超音波検査等の非遺伝学的検

査を対象とする。なぜなら、例えばベトナム都市部では高額な NIPT の代替として偽陽性率、偽
陰性率の高いダブルマーカー検査、トリプルマーカー検査がスクリーニングとして使用され、
Thomas(2017)が、検査は「ダウングレード」されて通常の妊婦健診の検査に組み込まれると述
べたことが実際に生じている。中国では NIPT で性染色体を検査することが禁止されているた
めに、実際には的中しない（Chandrasekharan2014）、母体の唾液や尿によるスクリーニング商
品が消費者に直接販売されている。フィリピンでは NIPT より精密超音波検査による胎児機能
評価が普及している等、国・地域によって検査のありようが多様だからだ。 
 
調査は、量的調査と質的調査の２本柱で進めた。 
 
量的調査 出産経験がある女性を対象にしたアンケートを各国・地域の公用語に翻訳の上、WEB
調査を実施した。内容は、各種検査経験と検査および障害に対する態度である。 



質的調査 出産経験がある女性だけでなく、医療者、男性、検査会社等へのインタビュー調査を
実施した。 
４．研究成果 
(1)第一次インターネット調査 
対象国：日本、韓国、台湾、ベトナム、ミャンマー、タイ、シンガポール、フィリピン、インド 
調査時期：2021 年 1 月～2 月 
実査：WEB 調査（調査会社に委託、公用語に翻訳、ダブルチェックして本研究メンバーによる

確認をおこなって実施） 
回答者：女性、出産経験あり、末子５歳以下、現在妊娠中の人をのぞく。年齢は当該国のモニタ

ー条件による。当該国の年代別出産数におおむね準じる。15 歳以上、64 歳以下。 
割付：全土対象、各国の地域（省・県等）をブロック分けし、センサスの人口比で割付をおこな

った。収入条件なし。 
回答数：有効回答 100 人✕9 か国。回答内容が不良な回答者については、有効回答から除外する

のではなく、調査会社が多めに取った予備回答者の回答を、回答内容の検討を経た上で差し替
え、有効回答が各国 100 ずつになるように調整した。 

 
表 2 調査項目とカテゴリ 

基本属性 年齢 地域 居住圏 世帯構成 
 職業（自身・夫） 最終学歴 信仰（自身・夫） エスニシティ 
 暮らし向き 幸せ点数   
出産 出産回数 子どもの現在の

年齢 
子どもの性別  

末子の妊娠 妊婦健診機関種 受けた検査 受けたいか 勧めた人 
 受けた理由 受けない理由 障害判明時相談 相談する理由 
末子の出産 出産場所    
避妊 知識入手 避妊経験有無 避妊方法 避妊決定者 
価値意識 価値観 科学観 子育ての目的 理想子ども数 
 中絶の条件 身近な障害者 種別見通し 出生時の感情 
検査、障害に関す
る自由記述 

    

質問によってエラー値を定めた質問がある。 
 

倫理的配慮：本調査は静岡大学の人を対象とする研究倫理委員会の審査の承認を得て実施された（整理番号
21-40）。人工妊娠中絶等については、考えを聞くのみとし、個人の経験は質問に含めなかった。回答者への
倫理的配慮については、法制度や文化的背景が国・地域によって異なるため、研究メンバーで検討するとと
もに、実査委託会社および委託会社を通じて現地会社にも問題がないかを確認した。調査ページの冒頭に出
産、宗教、民族に関連する質問を含むこと、個人を特定しないことを明示し、回答しないことや途中での中
止が可能であることを示して、同意を得てから質問を表示する形式にした。 

また、本研究にあたって、利益相反はない。 
実査会社は、調査の倫理的観点から、請負者の業務を実施する拠点が情報セキュリティに関する国際規約

である「情報セキュリティマネジメントシステム」（ISMS）の国際規格「ISO/IEC 27001:2013」および国内
規格「JIS Q 27001:2014」の認証を取得していること。情報セキュリティ（個人情報保護を含む）の方針を示
していることを条件にした。 
 
(2)第二次インターネット調査 
第一次インターネット調査と同じ条件、同じ調査票を用いて、同じ回収数で第二次インターネット調査とし
て、以下の国で調査を実施した。 
2023 年 7 月実施 
①英語を公用語とする国：アメリカ合衆国、カナダ、英国、アイルランド、オーストラリア、ニュージーラ
ンド、②中国語を公用語とする国：中華人民共和国（中国） 
2023 年 9 月実施 
③新たに加えた調査対象国：インドネシア共和国 
 



(3)インタビュー調査 
質的に対象国の出生前検査への考えおよび経験、障害に対する考えおよび経験を捉えるために、調査デザ

インを揃えて、以下のようにインタビュー調査を実施した。 
実施国：日本、シンガポール、インド、フィリピン、タイ、韓国、台湾、ベトナム、インドネシア 
※政治的情勢から、ミャンマーでの実施が困難となり、インドネシア共和国を対象国に加えた。 
調査地の選定：都市部および非都市部（量的調査において地域を人口割付した考え方に準じる） 
対象者：出生前検査や産婦人科医療に関わる専門家、障害に関する支援者・当事者・家族、出産経験女性や
子育て経験者等 
対象者の選定：出産経験女性は末子出産から５年以内を原則とする（量的調査に準じる） 
対象者数：各国 10 名以上 
倫理的配慮：静岡大学人を対象とする研究倫理委員会において承認された（20-32）。 
 
インタビュー調査の結果の抜粋 
【シンガポール】 結果 インターネット調査では NIPT,羊水検査，コンバインド検査受検者の割合が 9 か
国平均よりやや高かったものの同様の検査受検意向者はむしろ少なく，検査で妊娠継続の有無を決定するこ
とへの容認も平均以下であった。障害児養育を難しいと思う女性は比較的多く，過酷な競争社会がその背景
にあるとインタビュー調査で指摘された。 
考察 同国では妊婦への出生前検査に関する情報提供が医師に義務づけられており，それが検査実施率に関
連し，またそれ故に妊婦の検査への理解度が高く，次回妊娠時に不必要と考えた検査を選好しなかった可能
性が考えられた。同国では人生を左右するとされる小学校の卒業試験（PSLE）があり，そうした競争社会で
障害児が暮らすことの困難さが女性の障害観に反映されていると思われたが，それが中絶の容認に必ずしも
つながっておらず，更なる検討が必要である。 
木村・白井・菅野（2023）「アジアにおける出生前検査の現状と障害への態度（１）－シンガポールの場合」
日本母性衛生学会学術集会 
【台湾】 結果 インターネット調査においては、胎児の重篤な疾病・障害が認められたときの人工妊娠中
絶の許容度が高く、また障害児養育に関する負担感が大きかった。公的福祉もあるが、家族のケア負担が大
きいことが背景として予想できた。加えて、現地およびインタビュー調査では、女性や医療者のテクノロジ
ー利用の積極性や、自由選択の選好が確認できた。 
考察 福祉制度、生命観、意思決定に対する態度、出生前検査の自由化、家庭役割などが複合的に台湾の出
生前検査の現状を生み出している。一方で、インタビュー調査においては、胎児の重篤な障害が認められて
も妊娠を継続する意向も語られ、インターネット調査結果と自己の意思決定のありようは別であることが示
唆される。他方、出生前検査等に関する制度的拘束もまた存在する。さらに、台湾においても「命の大切さ」
という言説や、障害者からの発信や運動もあり、今後の分析が必要である。 
白井・菅野・木村（2023）「アジアにおける出生前検査の現状と障害への態度：（2）台湾の場合」日本母性衛
生学会学術集会 
【タイ】 タイでのインタビュー調査では、大都市においては、NIPT 受検経験がある人もいた。「タイは自
由の国」と表現され、NIPT という検査に対する評価は、選択肢が増える、という言い方で支持する人が多か
った。一方で、NIPT を妊娠第一期に性選択が可能な検査として語る声も聴かれ、タイでは実際に NIPT に
よる性選択（性選択による中絶）が社会問題にもなっている。 
【ベトナム】 ベトナムでは、病院のホームページ等で、母体血清マーカー検査、精密超音波検査、NT 検
査、コンバインド検査、NIPT 検査などが紹介され、いずれかを医師と相談して実施すると記載されているこ
ともあるほど、出生前遺伝学的検査が一般的に利用されている。NIPT 検査会社は主にアメリカの検査会社
とベトナムの検査会社が実施している。 
インタビュー調査では、都市部においては、母体血清マーカー検査や NIPT 検査の受検者が少なくない。非
都市部では、母体血清マーカー検査、NIPT 検査を知らないと答える女性もいたが、NIPT 受検経験者もいた。
ダウン症候群の子をもつ女性は、次の妊娠の時に NIPT や羊水検査を受検したと語っていた。障害がある子
どもの子育ては、公的福祉や公的教育、成人してからの居住支援や就労支援を受ける機会が限られており、
祖父母への負担も大きいことから、障害がある子どもを複数育てることは現実的に難しいと回答していた。 
【フィリピン】 結果 インターネット調査において、出生前検査の経験は 9 カ国のなかで低位～中位であ
った。障害のある子どもを育てる負担感は 9 カ国中最も低く、「障がいのある子は贈り物」など障がいのある
子どもの受容感は高かった。他方でインタビュー調査では出生前検査に対する関心は低く、障がいのある子
どもに対する福祉が十分でないことが医療者や児童施設関係者などから指摘された。 
考察 フィリピンは避妊や新生児マススクリーニングへの取組が積極的なのに対して、NIPT などの出生前
検査は一部の病院で実施されていると思われる。出生前検査への関心がそれほど高くないのは、中絶という



選択肢が視野に入っていないからだと推察できる。障害のある子どもは家族で育てる、と女性たちは語って
おり、家族負担というより、受け入れる姿勢が見られた。その理由については親族および地域サポートも含
めてさらなる検討が必要である。 
菅野・木村・白井（2023）「アジアにおける出生前検査の現状と障害への態度：（3）フィリピンの場合」日本
母性衛生学会学術集会 
【インド】 地域、エスニシティ、学歴や経済的な階層によって、経験が全く異なることが予想されるが、
インタビューを実施した中西部の都市において、インタビュー対象者は、母体血清マーカー検査と精密超音
波検査を受検していたが、NIPT の受検経験がある人はごくわずかだった。経済的に受検することができる
かどうか、支払い可能性によって、受検へのアクセスが規定されるだけでなく、医療者からの情報提供も、
支払い可能性に影響されることがうかがえた。 
障害児を育てることについては、ほとんどの女性が「育てることが難しい」と考えていると回答したが、当
事者にとってスティグマになること、また、周囲の人から見たら、「カース（呪い）」に見えるのではないか、
ということが語られていたのが印象的だった。カースは、日常的に良く聞かれる言葉で、その人自身の意図
とは関係なく発動する「不吉な」ものだと認識されている。障害が周囲の人から見たら「カース」に見える
のではないか、という認識により、他者との関係性において、障害を持つ子供を育てられないと強く感じて
いることがうかがえた。 
【韓国】 インタビュー調査では、信仰の有無によって、出生前遺伝学的検査への態度が全く異なっていた。
しかし、障害がある子どもを育てることの負担感、社会的困難感についは共通していた。 
【インドネシア】 結果 インタビュー調査では非侵襲的出生前遺伝学的検査を受検したことがある人はい
なかった。また、胎児の遺伝学的障害が判明した場合の想定質問では、中絶を選択肢として考えると答えた
人はいなかった。胎児は神からの贈り物である、受胎からある日数で神から魂が吹き込まれると、信仰に基
づいた理由が語られた。また、障害の多寡に関わらず、人は全て完全であるという信仰に基づいた人間観を
語る人もあった。一方、フィールドワークやリサーチでは、インターネットで非侵襲的出生前遺伝学的検査
の情報提供や検査の実施をする医療機関や、妊婦のニーズに応じて検査情報を提供する団体があった。そこ
では、非侵襲的出生前遺伝学的検査ルーティーン化したスクリーニングとしてではなく、羊水検査等の確定
できる検査の前の検査として考えられていた。 
結論 中絶へのアクセスが想定されていない制度や文化のもとでは、非侵襲的出生前遺伝学的検査のニーズ
は限定的である。しかしグローバル化の中で、医療者や検査会社が検査の情報、知識、機会を持ち込み、特
定のニーズに応じて検査が実施されることがある。 
白井（2024）「インドネシアにおける出生前検査、人工妊娠中絶、障害への態度－アジアにおけるありようの
一例として－」日本保健医療社会学会大会 
５．終わりに 

本研究では、西洋社会における出生前検査受検をめぐる情報獲得と意思決定、障害に対する考えを所与の
ものとせず、アジアにおける障害観と出生前検査のありようを捉えようとした。具体的には、人工妊娠中絶
の社会的位置づけ、宗教、出生前検査の利用状況が異なると考えられる東アジア、東南アジア、南アジアの
９ヶ国（日本を含む）において、出産経験女性への量的調査（質問紙調査）と、医療者と女性への質的調査
（インタビュー）との両面から検討した。量的調査は、日本、韓国、台湾、シンガポール、フィリピン、ベト
ナム、タイ、インド、ミャンマー、インドネシアを対象に実施した。質的調査は、上記からミャンマーをの
ぞいて実施した。また、比較のために、英語と中国語の調査票を用いることができるアメリカ合衆国、カナ
ダ、英国、アイルランド、オーストラリア、ニュージーランド、中国においても量的調査を実施した。 

アジア９カ国を対象に実施した第一次インターネット調査は、各国の概要とともに、基礎的な集計をまと
めた報告書を刊行した。第二次インターネット調査およびインタビュー調査についても、報告書や、学会報
告、論文、書籍等で、引き続き成果を公開していく計画である。 

出生前検査と障害の関わりを調査することによって、胎児および人口の「リスク」をめぐる政治的ダイナ
ミズム（政府の人口政策と福祉政策）、経済的ダイナミズム（科学技術のグローバルな商品化）、文化や倫理
（障害観、身体観や生命倫理、家族やジェンダーの役割や構造）の調和や衝突にアプローチできる。日本の
ありようを相対化し、日本の今後の望ましい姿を検討する材料を提起していく予定である。 
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

母性衛生学会

第64回日本母性衛生学会総会・学術集会

Seminar of Intimate Legal Interactions（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

木村美也子、白井千晶、 菅野摂子

Matsuo, Mizuho

菅野摂子

菅野摂子、木村美也子、白井千晶

日本社会学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

アジアにおける出生前検査の現状と障害への態度：（1）シンガポールの場合

Abortion, Law, and Everyday Ethics in India: Women’s Reproductive Choices in Everyday World

出生前検査に対する躊躇と中絶への態度

アジアにおける出生前検査の現状と障害への態度（3）フィリピンの場合

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．発表標題
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第63回日本母性衛生学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Public Lecture（招待講演）（国際学会）

Matsuo, Mizuho

Matsuo, Mizuho

Matsuo, Mizuho

白井千晶

Lineage and Gender in Islam :Perspectives from the Indian Ocean World（招待講演）（国際学会）

Reproductive Justice in a (Post-) Covid World（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Being parents: Imagined Relatedness and the Reality of Substance in Third Party Reproduction in India

The Politics of Genealogy Making and Gender: Dutch Burgher in Sri Lanka

Reproductive Governance and Abortion in Western India

父親向けの出生前検査に関する情報提供のあり方について：小冊子作成プロセスの分析から

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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日本生命倫理学会大会

日本がん・生殖医療学会市民公開講座（招待講演）

白井千晶

白井千晶

白井千晶

菅野摂子

2022年国際ジェンダー学会大会 ラウンドテーブルディスカッション

 ２．発表標題
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 ４．発表年

 １．発表者名
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自由報告「知的障害のある人の支援付き一人暮らしに関する支援者・家族の認識とニーズ」
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がん経験者の里親・養子縁組制度利用に関する当事者経験について

中期中絶のありようと医師の視覚

 ２．発表標題
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第63回日本母性衛生学会総会
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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Matsuo, Mizuho

Matsuo, Mizuho
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National Museum of Ethnology（国際学会）
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 ４．発表年

 １．発表者名
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アジア9か国における出生前検査の国際比較調査（2）次回妊娠時のNIPT受検意向と障害観.

アジア9か国における出生前検査の国際比較調査（3）出生前検査への一般的な態度と障害観.

Imagining Biological Relations: Enacted realities in Third Party Reproduction in India, Family Potential in Uncertain Times

Kinning and Dekinning in Third Party Reproduction in Maharashtra
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 ２．発表標題
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日本社会学会

Matsuo, Mizuho

松尾瑞穂
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田中慶子、菅野摂子、柘植あづみ

日本社会学会
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 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Women’s feelings and choices toward reproductive uncertainties: From a comparison between India and Japan

脱魔術化の見果てぬ夢―インドの合理主義運動と信念の腑分け

人工妊娠中絶に対する男性の態度―「出生前検査に関する一般男女の意識調査」から

人工妊娠中絶に対する男性の態度―「出生前検査に関する一般男女の意識調査」から
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 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
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松尾瑞穂
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洪賢秀
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 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

COVID-19 が終末期医療にもたらした影響-韓国の「延命医療 決定法」の諸課題-

月経の禁忌の語り方――女人禁制や隔離はどう説明されるのか

人工妊娠中絶からみた出生システム:フィリピン、ミャンマー、ベトナムを中心に

配偶子提供に関わる倫理と意思決定─躊躇と受容の要因分?配偶子提供で子どもをもつことを支援する立場の人の語りから
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松尾瑞穂
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白井千晶

白井千晶

(4S)The Society for Social Studies of Science（国際学会）
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 １．発表者名

 １．発表者名

ケア空間としての家族の境界――インドの都市中間層

How to choose a country for egg donation: Egg donation between Japan and Taiwan（パネルコーディネーター、パネル名はAssisted
reproductive technology and Third Party Reproduction in East Asia: Japan and Taiwan）

アジアにおける出生前検査に関する研究の意義と視座

The socio-cultural context of coping with infertility: a case study from three Asian countries
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 １．発表者名

 ２．発表標題
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The Society for Social Studies of Science（4S）（国際学会）
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松尾瑞穂

松尾瑞穂

松尾瑞穂

洪賢秀
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 １．発表者名
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Making and Unmaking of Relations through Third Party ARTs in India

インド農村社会における不妊とその苦悩への対処法―信念／効果に注目して

脱魔術化の見果てぬ夢―インドの合理主義運動と信念の腑分け

Prenatal Testing in East Asia: Differences in Information Provision and Choice
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 ２．発表標題
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 ２．出版社
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ナカニシヤ出版
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 ５．総ページ数

 ５．総ページ数
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 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

性暴力サバイバーが出産するとき～子どもの頃に性的虐待を受けた女性が出産するときに起こることの理
解と癒し～

サブスタンスの人類学 : 身体・自然・つながりのリアリティ

 ４．発行年

International Health Humanities Network（国際学会）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

洪賢秀

佐久間りか、磯野真帆、菅野摂子

日本生命倫理学会第 29 回年次大会

 ４．発表年

 ４．発表年

韓国における「延命医療決定法」と「良い死」をめぐる議論

鼎談「リスク社会において「病む」ということ～不確実性の管理をめぐる患者の語り」
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Routledge
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Matsuo, Mizuho、 Sae Nakamura、Kenta Funahasi (eds.)

白井千晶他

川田牧人、松田素二（編）
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 ５．総ページ数
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性的虐待を受けた性暴力サバイバーの妊娠出産期の支援 ～助産師、ドゥーラ、その他の医療従事者のため
のガイド～

世界の冠婚葬祭事典

ジェンダー事典

丸善出版

 ３．書名

 ３．書名

丸善出版
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Life, Death and Illness in Contemporary South Asia: Living through the Age of Hope and
Precariousness
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ミネルヴァ書房
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白井千晶監訳
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サブスタンスの人類学 : 身体・自然・つながりのリアリティ

論点ジェンダー史学

性暴力サバイバーが出産するとき～子どもの頃に性的虐待を受けた女性が出産するときに起こることの理
解と癒し～

アジアにおける出生前検査と障害をめぐる実証的研究 : アンケート調査一次報告書(全体版)

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ３．書名
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インド・剥き出しの世界

アジアの出産とテクノロジー：リプロダクションの最前線
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